


















































































1914 年から 22 年までのわずか 8 年間だけ存在し
ました。あとで触れますが 1919 年に工業科と名
前を改称しております。中華学生部も 1920 年か
ら 14 年間存在しましたo ですから同文書院の最
初から最後のほうまで一貫して存在したのは商務
科のみという形になります。
農工科設立のあらましですが、レジュメ 3. (1) 
をご覧ください。 1914年 9 月に設置されています。



























































かについて、 1 年目、 2 年臣、 3 年巨の補助金要
請額が示されています。まず全体として 1 年目に
要する補助金が 557,058 円、 2 年目が 216,991 円、
3 年目が 215.119 円とされています。こうした補
助金の中でどれぐらい予算を使うのかと言います
と、たとえば 1 年目は 557.058 円のうち 13,850 円











調査案が 6 万円、農工科増設案が 7 万円、対支
通商誘導館設立案が 1 ～ 2 万円かかると計算され





この事業費補助案はパスしまして、 1914 年 5
月 4 日には「命令書j が出されます。これは加藤
高明外務大臣から鍋島直大東亜同文会会長、根津
一東亜同文会幹事長に宛てられたものです。こ
















きます。この農工科は修業年限が第 l 部、第 2 部





















































































合、就職先などについて資料 6 - 1 から 6 -3 、


























次に資料 6 -3 では卒業生の人数をまとめてみ






やはり資料 6 - 1 と比較しますと卒業生の数が必
ずしも一致しませんが、あえてそのまま載せまし
た。これを見ますと炭鉱とか鉱山が目立ちます。







した。こちらを見ますとやはり第 1 部、第 2 部と
なっていて、中国語・英語・英会話・時文・商業
学、そういったカリキュラムが組み込まれており







































































ました。その経緯は資料 10 に掲載した f東亜同
文書院大学史j の記述に端的に示されていますが、
そこには「第 1 次世界大戦後の不況と円価の暴落
で書院の財政が極度に逼迫したので、 1920 年 4
月に同科の廃止を決定したj と書いてあります。
当時の状況をもう少し詳しく見ていくために、














































































武井義和（東亜同文書院大学記念センター P. D) 
l .はじめに
2. 東亜同文会、東亜同文書院概略







商務科 1901 ～ 1942 年
政治科 1901 ～ 1921 年
農工科 1914 ～ 1922 年、 1919 年「工業科j と改称
中華学生部 1920 ～ 1934 年
3. 農工科設立の目的とその背景
(1）農工科のあらまし
1914 年 9 月 農工科設置（第一部：製造化学科、第二部：採砿治金学科）
1919 年 9 月 良工科を工業科と改称
1920 年 5 月 学生募集停止








→ 14 項目の予定事業。「五、特種学生養成案j ［資料 2、資料 3]
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B）東亜同文会事業費補助案（1914 年）
14 ～ 15 万円の補助を予定。
く内訳＞
・支那内地実地調査案（3 年計画金6 万円）
・東亜同文書院農工科増設案｛農科金 1 万円、工科金 6 万円）
・対支通商誘導館設立案（ 1 ヶ所金 l 万円、 2 ケ所金 2 万円） 匂］
②政府よりの補助金支給
「命令書J (1914 年 5 月 4 日）
－加藤高明外務大臣→鍋島直大東亜同文会会長、根津一東亜同文会幹事長








第一部、第二部ともに 3 年、学生定員は各 30 名 同
包）農工科カリキュラムの特融 【資料 4]
















②尾崎金右衛門：農工科実習生。自白中学校を経て 1916 年入学、 1920 年卒業。
工業科教員を経て、 1931 年上海自然科学研究所設立後は、同所研究員。 ω
5. 農工科学生の県費生、私費生の割合と就職先





・上海工業研究所設立計画 (1919 年 8 月） ｛資料 9]





〔l〕『東亜同文書院創立二十週年狼樟隊長選療祝賀記念誌J 47 頁（来亜！可文書続同窓会、 19：却年）、『東盛岡文書院紀要J 8 頁
（東亜岡文書院、 1923 年）、 r@J立三十週年記念東亜悶文書院誌J 52 頁（東亜同文書院、 1930 年）。
〔2〕「束並阿文書院良工科経営状況J (1914 年）、『東亜同文会史』日9 頁（東亜文化研究所編、霞山会発行、 1988 年）に所収。
〔3〕外務省記録『東亜同文会関係雑纂j 第 2 巻に所収。
〔4）送第二四三号「東盛岡文会施設事業補助ニ関スル命令通知ノ件」に所収（外務省記録『東亜同文会関係雑纂』第 2 巻）。
〔5〕前掲『東亜同文書院創立二十選年根滞院長還暦祝賀記念誌J 47 頁、前掲『創立三十週年記念東亜同文書院誌J 48 頁。
〔6）前掲 f東亜同文会史』日8 頁。
〔7〕水野芳治『我が良工科論J 38 頁 er沼友』紀念号、 1917 年）。
〔8〕『JI!:盛岡文書院大学史J 2田頁（大学史編纂委員会編、濯友会発行）。
〔9〕『東盛岡文書院学籍簿j、前掲『東亜同文握手続創立二十選年 摂津院長還暦祝賀記念誌J 76 頁、阿部洋『「対支文化事業j の
研究 ー職前期B中教育文化交流の展械と援折－ J 535、 539、臼O頁（汲古書焼、 2004 年｝。

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































. r対支那経営助成案』に示される補助費と、 f特種学生養成案j のそれに占める割合
第 l 年に要する補助費 557,058 円 520
第 2 年に要する補助費 216,991 、 520
第 3 年に要する補助費 215,119、 520
第 4 年以下は之を略す
五、特種学生養成案
第 l 年補助費 13,850 円 000
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" I',_; 【資料5] 農工科力リ杢ュラムと教師陣
氏名 ｜堂隠 職名 l在任期間 担当科目
山崎百治 東京帝国大学展科文字農云化学科 ｜教持 1914年9月～ 1920年7月、 1920年12月～ 1927年3,E 農工平、有機化学、農産製造字
中森延ー 九州帝国大学応用化学科 教授 1914年9月～ 1917年6月
福島儀太次 京都帝国大学探鉱冶金学科 教授 1914年9月～ 1920年7月
高橋昇 教授 1915年9月～ 1918年
都野正一 教授 1915年9月～ 1920年7月
川平恵達 教授 1918年10月～ 1920年7月
山団長 京都大学工科 教捜 1920年9月～ 1923年6月 ；台金学、探鉱学、鉱床学
j竜川廉雄 東京高等工業学校応用化学科 助教授 1914年9月～ 1916年4月
向井正生 助教授 1915年9月～ 1920年7月
（講師） (1920年1 月～ 1920年12月）
宮下勇 東京大学工科 1920年1 月～？ 機械学、電気工学、水力学
尾崎金右衛門 東E同文書院（農工科16期、実習生） 1920年7月～？ 測量術
高須進一 東E同文書院（農工科16期、実習生） 1920年7月～？ 有機製造化学
斉藤昌義 東E同文書院（農工科第一部、 14期） 1920年11 月～？ 有機製造化学
越路暢 東京大学工科 1921年2月～？ 無機製造化学、電気化学






入学期 商務科 政治科 農工科（工業科） 合計 農工科生の割第一部 第二部実習生 農工科計 t』i:i 
第14期（1914年） 90 2 （含、科外生1) 4 7 1 103 10.0% 
L墾15期（1915年） 85 5 8 10 18 108 17. 0覧
第16期（1916年） 胆1賞、実習生1) 9 （合、実習生1) 9 12 6 27 123 14.0略
一一一一第17期（1917年） 88 4 10 13 2 25 117 21.0略
』恥・…一一’一一一ーー 一第18期（1918年） 85 4 5 9 14 103 14.0覧




入学期 商務科 瓦費：~志政蚕豆治ぞゐ1'i'科1否it 婦互－1,i麗.工亙．科寸ぬ羽詞一 総計東轟壬－ ~i:費生！ぞゐ石店長F
第14期（1914年） 58(64弘） 17(7弘） 251 90 1(50弘） 11(50略）｜ ol 2 ol 11(100%) I 01 1 103 
第15期（1915年） 60(70%) 18(9%) 171 85 4(75覧） 11(25%) I 01 5 6(33%) 19(50%) 31 18 108 
第16期（1916年） 64(73略） i oj 231 87 7(7蹴） ; o' 21 9 9(33先） 112(44%) 6’ 27 123 
第17期（1917年） 62(70%) I ’12(14%) I ’ 14' 88 3(75見）； 。； 4 1 (44%) j1 (44%) : a: 25 117 
第18期（1918年） 74(87弘）’ 1(1 弘） 10• 85 1(25%) I 0• 3・ 48(57%) : 0・ 6• 14 103 















各期 商務科 政治科 農工科（工業科） 合計 農工科生の第一部 第二部 農工科計 割合
第14期（1914年） 7 2 （含、科外生1) 2 （含、科外生1) 4 6 85 7.0弘
ー－－ - －ー－ －－ーー晶』 ー．ー 一一一一一一一一 ー一一一一一一ーーー一一一 一 －ーー．，ーー 一一一 ー 一一一－第15期（1915年） 60 2 7 2 9 71 12. 7覧
一－－ 一 一一一一一’・－－ －ーー 一一一一一一一一一一一一 一 ・ー 『一一一第16期（1916年） 65 6 6 9 15 86 17.4首
一一一四 一一一一一一一 一一一一第17期（1917年） 62 4 4 10 14 80 17.5覧
一一一一一一日一一 一一一一一一一一第18期（1918年） 59 3 （含、実習生1) 3 4 66 6. 1 覧



























第19期生 2 工業科第二部京城麻生炭坑会社 1
北京中日砿業会社 1
面典：『支那』第B巻第fs尋（丙17年）よ同第花巻第1号（ 1前 9年）、
『j雇友』第6号（ 1918年）、問第10号（ 1919年）、問第16号（ 1921 年）、


































卸亙 蔀蔀 部部一都部 部邑＝ 二一←一一 二 一一一一 第第 第事露鷲 第4
一和一科科有一科 科科一科













































































（出典：外務省記録 I東亜同文会関係雑纂j 第 3 巻）
［資料 1O] 農工科（工業科）の廃止が決定された頃の状況




ｷ 1920 年 6 月 3 日の東亜同文会春季大会における幹事の発言









（出典：『支那j 第 11 巻第 7 号、 96 ～ 97 頁、 1920 年）
注：資料中、太字や下謀は全て報告者によるものである。
また、引用資料にある「支那j などの用語は、原文のままとした。
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